

























ご協力な くしては実現 しませんで した。





















































































実習が終了し、卒業前に周うこと 本学国際看護実習履修生  17































































「国際看護実習」歴修生 :長野県看護大学3名 およびサモア回立大学 2第 合計5名
引率教員 :官越幸代 (「国際看護実習」科日担当)・今井家子・那須淳子 合計 3名
履修生 5名の概要
長野県看護大学
Nagano Conege of Nursing
(NCN)
サモア国立大学看護健康科学部































































































































































































































































































































































































































































































































































*これまでの を総 したものであり, には年度ごとに学生の要討等に沿つて内容を決定している
3.実鱚 :2004年度のllrl始以来,2014年度で 10年の実績を重ねる。
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2 年サ 南方沖地震津波に関する参考資料長野県看護大学学報009 モア
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国際看護学講座  宮 越





















Professor Le′apai Tu′ua `Ilaoa Asofou So′o学長に、 義












































































だけが遺されたPoutaS病院の跡地      た。しかし、家の骨組み程度しか残っていない何もかも破
〔3〕
2009年サモア南方沖地震津波に関する参考資料(長野県看護大学学報
医療活動報告
壊しつくされた大地に幾度も踏み込むこと自体が、無意識のうちにかなりのストレスとなっていました。
様々な家具や車がつぶれた状態で目の前に迫り、足元を見ればつい1か月前までに使われていたはずの
お茶碗やお皿、衣類などがめちゃめちゃに壊れ、引きちざられて砂の間に顔を出しているのです。ある
ご家庭の庭にあったお墓には、ひっそりとトタンがかぶせられ、ささやかなお花と灯が供せられていま
した。またあるご家族からは母親が津波で子どもの手を瑚としたとたん、母子が離れ離れになり、後に子
どもが木の枝に刺さったご遺体の状態で見つかつたという話も肘Iきました。ふと視線を移すと、木切れ
で作られた十字架があちこちに覗いています。ココナツの木を見上げると、日線よりはるかに高い位置
にガラスや トタンが刺さった傷跡が生々しく残されており、「まるで泥水の洗濯機に体ごと突っ込まれ
たような」というたとえを十三分に感じさせられるあり様でした。
5.報告者がとらえた災害に対するサモア国の現状と今後の支援
現地では、津波が来る前の地震後から20分強の時間に対岸にある「首都アピアにも津波が来る」とい
う誤報が専門機関から流され、アピア市内も警戒態勢になり最も被害を甚大に受けた南東岸への対応が
遅れてしまった、という情報を得ました。ですので、駐日大使が 「かつてのインド洋スマトラ沖地震津
波時の教訓が活かされた」とは言いつつも、その反面、暖味な情報に翻弄されやすい現状もあったこと
が推測されました。また、訪間中も怪微な地震が 1日に何度かは続いて起こっており、住民は「地震後
から普段よりも波が高い」と訴えていました。つまり、訪問時点ではまだ地震や津波が来る可能性は
残っており、復興支援には現時点から可能な災害予防対策を含めることが不可欠だと考えられました。
とはいえ、被災地は 「片付いている」どころかインフラ整備もまったく進んでおらず、住民はそれぞれ
が選ぶ居住地をようやく確保し始めたところでした。また、障害者のケアや、被災後のトラウマ、理学
療法などの必要性は指摘されていましたが、実際に地域で活動する看護職者は日常的な診療行為に追わ
れ、それらを意識したりそれに取り組む余裕はないように見受けられました。つまり、まだ現地の人々
自身が災害全期を踏まえた対策にはとりかかれない状況であると考えられました。
このような現状に対する支援に思い悩む中、表敬訪問した」ICAサモア事務所長からはサモア特有の文
化に関連した具体的な助言をいただくことができました。たとえば、支援に際しては建物や何かの施設
を提供するのではなく、住民らが自分たちの力でやれる力をつけること、また、防災や災害後のコミュ
ニティや女性集団の自治力 (トップダウン式)をうまく活用することです。それはまさに、「自助」、「住
民参加」、「エンパワーメント (力をつける)」 という国際保健医療協力をする上での原則でした。そこ
で、宮越が訪問時点で考えた支援は、①被災によって影響を受けた傷病者の在宅ケアの実態を把握し、
在宅ケアの実施・継続に必要な介入を見いだす、②海岸沿いに残って生活を続ける住民の防災対策や被
災後の心理的影響について把握し、住民主体で進められる対策を検討・推進する、③移住や同居によっ
て生活環境を換えざるを得なかった住民の健康問題とその背景を中期・長期的に把握する、などの方法
でした。また、NUS看護健康科学学部長からは、今回の被災地での経験や医療スタッフとのつながりを
元に、「国際看護実習で災害看護を取り入れてみてはどうか」という進言がありました。
2週間足らずの滞在を終えて帰国した現在、思い返してみると、 この日本という遠隔地からサモアに
対して可能な支援はやはり、かなり限られると思われます。また、宮越がここまで述べてきた考えは単
なる独断であり、災害看護の専門家による助言や被災された方々の言葉に基づいたものではありません。
しかし、今後、被災後の中期・長期的な問題が被災地に起こることは十分に予想されます。独りの力に
は限りがありますが、国を超え、看護者として教育者として限られた中でも可能な支援について、共に
考えながら長期的に取り組んでみようという方と是非、協働できましたら幸いと考えています。
このたびの訪間にあたっては、交通機関の確保や被災地医療機関への紹介、看護師登録手続き等につ
いて、NUSと現地の医療従事者の方々から多大な便宜を図つていただきました。私たちが無事に目的を
果たし帰国できましたのも、国家的に甚大な被害を受けたにも関わらず、当方へのご協力を惜しみなく
いただいたサモア現地の皆様のおかげです。この感謝の気持ちをいつか可能な形で還元すべく、国際的
な協働に向けて日々取り組んで参りたいと存じます。皆様、本当にありがとうございました。
(本学教員、国際看護学講座准教授)
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